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東日本大震災からの復興
－東北マリンサイエンス拠点形成事業（海洋生態系の調査研究）を通して－
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31 Mar 2011

木島撮影

女川町役場

女川駅周辺

JR石巻線の線路

(2) 地震・津波直後の女川町の状況



31 Mar 2011

女川駅周辺

ディーゼル機関車
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31Mar 2011

女川町立病院（当時）

女川町の中心街の一つ
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31 Mar 2011

木島撮影



31 Mar 2011

女川町の中心部の一つ
（女川町立病院から見た光景）

木島撮影



31 Mar 2011

木島撮影



1 May 2011

木島撮影

(3) 地震・津波直後の女川湾の状況



1 May 2011

JR石巻線 女川駅から浦宿駅に向かう場所

漁船

JR石巻線（女川駅から出てすぐのトンネル）

木島撮影



1 May 2011

女川町立病院（当時）

マリンパル女川

女川港
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1 May 2011

（重油タンク）

（製氷工場）
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1 May 2011

大堤防の痕跡

採石場

木島撮影



1 May 2011

破壊された養殖施設の残骸

避難して助かった漁船

漁港の集落

木島撮影



1 May 2011

木島撮影
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東京大学

大槌
大槌

女川

岩手大学（2011-2015）
東京海洋大学（2011-2013）

北里大学(2011-2015)
東京海洋大学（2016-2020）

東海大学（2011-2020)

東北マリンサイエンス拠点形成事業 海洋生態系の調査研究
（Tohoku Ecosystem-Associated Marine Science: TEAMS)

東京大学（副代表機関）大気海洋研究所

課題２：海洋生態系変動メカニズムの解明

海洋研究開発機構（副代表機関）

課題３：沖合海底生態系の変動メカニズムの解明

課題４：東北マリンサイエンス拠点デー
タ共有・公開機能の整備運用

東北大学（代表機関）

課題1：漁場環境の変化プロセスの解明

(4) 事業の成り立ちと組織



TEAMSの組織編制（第Ⅰ期と第Ⅱ期）

集中復興期間 復興・創生期間



海洋環境観測



海洋環境観測（採泥



動物プランクトンの採集



リアルタイム観測ブイ



流向流速調査



カキ養殖棚に設置したリアルタイム観



海藻類の生態調査



干潟におけるベントス調査



河口域の二枚貝類の生態調査



成果の概要
１．環境と生態系のモニタリング

(1) 沿岸の海洋環境・生態系モニタリング：
一般海洋環境・栄養塩環境・汚染物質・地形・地質・瓦礫・岩礁藻場の生物群集、
沿岸底生生物群集・魚類資源動態・アマモ場・干潟生物群集など

(2) 沖合域の海洋環境・生態系モニタリング
海底地形・底質、一般海洋環境、瓦礫、生物分布、汚染物質、堆積物など

２．直接的な漁業復興支援に関する研究
ホッキガイ、アサリ、シジミ、海藻類、ウニ類、貝毒プランクトン、ワカメ養殖、
ホタテガイ養殖、マナマコ、サケ、ミズダコ、
漁村における人文社会学的研究

３．海洋生態系・海洋物理モデリング
大槌湾における海洋物理モデル、海洋生態系モデル、女川湾ハビタットマップなど

４ データ公開
データベースの構築、事業終了後のデータ提供、継続性の確保

(5) TEAMS活動の成果
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(5) TEAMS活動の成果



Marine debris mainly distributes along coast

Wood：house, forest

House debris

others：plastics and metals

Debris Analyses: Field data are provided 
from fishermen’s activities of Miyagi Prefecture 

Debris from fishing field（Kesen-numa, Miyagi）FAJ HP



・Real time monitoring
of water temperature
at six different layers. 

・Sending information to 
cell phones of fishery 
people. 

・For construction of 
physical model. 

・Linkage with   
biological processes   

Sudden inflow of cold water





キタムラサキウニの大量発生と磯焼け
2014.June 26 （撮影：吾妻行雄）



The present condition of the rubble residual fishery of the 
southern Sendai bay

Broken Fishing gear for Surf clam

Rubble

Sendai Bay

Yamamoto Town

Fishing
ground

Map of the distribution of rubble



女川町との共同研究の成果を展開
新たな漁業資源開発と字持続的生産を目指して、

三陸産マナマコの効率的人工種苗生産方法の開発、
効果的海中飼育（放流）方法の開発、資源管理法の
啓発を東北マリンサイエンス拠点形成事業事業後も
漁業者、漁協、女川町と共同で継続実施。



Distribution presumption of a common oyster, and future change prediction 

Sendai
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TEAMSデータベースの構築と展開

‘11   ‘12    ‘13   ‘14    ‘15 ’16 ‘17    ‘18 ‘19 ‘20  

シンポジウム・講演会

生態系研究手法
の国際発信
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生態系保全調査

漁業生物等調査

水産増養殖技術開発

岩手南部漁場環境
モニタリング調査

漁場環境
モニタリング調査

総括班

陸からの化学物質動態解明

河川水混合拡散のモデル

物理過程と生態系の統合モデル

陸由来環境汚染物質の流入実態

沿岸域の物質循環プロセス

生態系攪乱と回復過程の把握

モニタリング/分析システム構築

ガレキ・地形・生物分布
調査モニタリング

環境観測
モニタリング分析

データポリシー
策定・概念設計 ＴＥＡＭＳデータ共有・公開システムの運用

データ共有システム・データ
公開システムの整備

システム構築

国内・国際広報活動と展開
アウトリーチによる漁業復興人材・新たな漁業展開人材の育成
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被災した東北地方
太平洋沿岸域におけ
る漁業復興支援
（具体的事例を提示）

事業の展開

2020年における
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北三陸沿岸-沖合海域

（大槌海域）

物質循環を中心とした

海洋生態系モデル構築

南三陸沿岸-沖合海域

（女川海域）

漁業生産を中心とした

海洋生態系モデル構築
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23 March 2015

What is 
TEAMS

東日本大震災と沿岸漁業の復興－沿岸環境
と生態系に与えた影響と漁業復興の例－





http://www.jamstec.go.jp/i-teams/

http://www.jamstec.go.jp/i-
teams/j/teams-pub/index.html



http://www.jamstec.go.jp/i-teams/j/index.html

http://www.jamstec.go.jp/i-teams/e/index.html

Click



Click



Click

Download
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－東北マリンサイエンス拠点形成事業
（海洋生態系の調査研究）の活動－

ご清聴ありがとうございました。

http://www.jamstec.go.jp/iteams/e/index.html


